




 
と畜処理工程の説明を受け、スケッチする小学生 
 

 

 
枝肉検査 

牛の第一胃内に生息する微生物を観察（顕微鏡） 

 

牛の第一胃内に生息する微生物 

  
そして見学・体験で学んだことを感想文にして送付してくれます。 
子供たちの視点や目線にはびっくりするものがあり、センター職員・検査員はこの思い
を大切にして業務に取り組んでいます。 

今まで何も思わず肉を食べていたけど、この見学に行き、松阪牛の勉強をして牛を飼
って育ててくれている人や、牛を解体して肉にしていてくれる人がいることを知って、
その人たちのおかげで私たちがおいしく肉が食べれるんだと分かって、これからたくさ
んの人や動物に感謝して食べるようにしようと思いました。 
 私達が生きていけるのは、牛の命をもらっているからだと思いました。 
                            （感想文：６年生） 

 
 

★★平成１８年度、松阪市天白小学校は（社）三重県畜産協会等の支援を受けて 
松阪牛物語（版画）を発行しました。★★ 

＞＞＞三重の畜産広場 松阪牛物語 
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「県職員になって１年」 
岩城 多佳子 

私は平成 18 年 12 月に採用され、1 年がたちました。一昨年の夏頃、それまで勤務して 

いた動物病院を辞め、その時偶然広報に載っていた県の獣医師職募集の記事を見つけまし 

た。しかし大学を卒業してから 6 年間ずっと小動物臨床をしてきた私は公務員の獣医師が 

どんな仕事をしているのか全く分からず応募するかどうか迷っていました。そんな私が採 

用試験を受けることに決めたきっかけは、ここ松阪食肉衛生検査所が行っていたオープン 

検査所(獣医大学の学生や私のようにすでに獣医師の資格を持っている人を対象とした体 

験型の見学システム)を体験したことでした。それは自分が想像していた「見学」をはる 

かに超えたものでした。実際にと畜検査の現場で働いている獣医師と同じようにカッパを 

着てヘルメットをかぶり、すぐ隣でその仕事を見せてもらう、内臓や肉に触らせてもらう 

という文字通り、本当の体験型見学でした。また、今では同じ職場で働く先輩方ですが、 

その時案内してくださった職員の方々はみんな優しく、私の質問にもとても丁寧に答えて 

くれたことを覚えています。この見学を体験したことで公衆衛生獣医師の役割や仕事内容 

が理解でき、自分もここで働きたいと思えるようになりました。そして希望通りこの職場 

に配属されて 1 年がたち仕事にもだいぶ慣れましたが、これからも初めてここに見学に来 

た日の感動とここで働きたいと思った気持ちをいつまでも大切に、忘れないようにしたい 

と思います 

＞＞＞獣医師の採用について その３ 報告！体験型見学｢オープン検査所｣ 
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